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流鉄流山線が増便 流鉄流山線では8月23日㈯の花火大会当日、19時から22時台は毎時1往復を増便します。また、増便に伴い19時から23時台までダ
イヤが変更となります。なお、8月29日㈮に順延の場合は、通常どおりの運行となります。 問流鉄株式会社☎7158－0117

　
花
火
大
会
の
当
日
、
会
場
で
は
、

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
ほ
か
、く
じ
ら
串
カ
ツ
、ふ

ぐ
唐
揚
げ
、焼
き
小
龍
包
、韓
国
チ
ヂ

ミ
、タ
コ
ラ
イ
ス
な
ど
、味
自
慢
の
36

ブ
ー
ス
が
並
ぶ「
屋
台
村
」が
16
時
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
生
ビ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、

か
き
氷
な
ど
、
冷
た
い
メ
ニ
ュ
ー
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
花
火
を
楽

し
む
前
に
、
屋
台
村
で
自
慢
の
味
を

堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆有料観覧席（前売券）
Ｓ席（指定席）：１人3,000円（パイプ椅子席）
Ａ席（自由席）：１人1,500円（土手斜面、シートなどはありませ
んので各自ご持参ください）
ペア席、グループ席：完売しました
※有料観覧席の開場時間は17時です
◆有料観覧席の購入
　チケット購入の際には別途手数料がかかります。手数料はチケッ
ト会社や購入方法などにより異なりますので、ご注意ください。
①コンビニエンスストア＝セブンイレブン、サークルＫサンク
ス、ローソン、ファミリーマート、ミニストップ
※店舗の専用端末機で購入してください
②インターネット＝チケットぴあ、ローソンチケット、イープラス
③電話予約＝チケットぴあ（0570−02−9999、Pコード：627−
052）、ローソンチケット（0570−084−003、Lコード：32030）
◆有料観覧席の販売期間
　８月23日正午まで
※チケットが売り切れ次第、販売を終了します。残席がある場
合は、当日会場での販売あり（Ｓ席3,500円、Ａ席2,000円）

　車いすをご利用の皆さんに、流山花火
大会を楽しんでいただこうと、市役所駐車
場の一部を花火大会の観覧場所「車いす
優先観覧スペース」として開放します。
▷募集期間＝８月11日～15日８時30分～
17時15分
対市内在住で、在宅生活において主に車
いすを利用されている方
定 30組（先着順）※車いす利用者1人につ
き2人まで付き添い可。１組１台分の駐
車場を用意します。後日、参加証、駐車券
および案内を郵送します。
申住所、車いす利用者の氏名、付き添いの
方の氏名（２人まで）、電話番号、車種・ナ
ンバーを明記の上、ファクスまたは電話
問障害者支援課☎7150−6081
FAX 7158−2727

　花火大会の会場周辺には、駐車場がありませんので、電車をご利
用ください。また、当日（18時～21時30分）は、会場周辺の道路で
交通規制（下図参照）を行いますので、ご協力をお願いします。

【つくばエクスプレス】
　流山セントラル
パーク駅から徒歩
約25分
※同駅から流山駅
東口までの無料シャ
トルバスを運行（17
時 か ら3～4分 間
隔）、バス下車徒歩
約５分
【流鉄流山線】
　流山駅、平和台駅
から徒歩約５分

　

夏
の
夜
空
と
江
戸
川
の
川
面
を
華
麗
に
彩
る
流
山
花
火
大
会
。
夏
の
風

物
詩
と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
今
年
で
38
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
も
三
郷
市
の
花
火
大
会
と
同
日
開
催
で
、
合
わ
せ
て
１
万
発
の
花
火
を

盛
大
に
打
ち
上
げ
ま
す
。

　

迫
力
満
点
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
高
速
で
打
ち
上
げ
る
花
火
と
音
楽
が
シ

ン
ク
ロ（
同
調
）す
る
ス
カ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
さ
ら
に
今
回
は
要
所
で
花
火
を
扇
形
に
打
ち
上
げ
る
新
た
な
演

出
を
導
入
。
今
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
の
主
題
歌
が
会
場
を
包
み
込
む
感

動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
、一
瞬
も
目
が
離
せ
な
い
花
火
大
会
で
す
。

　

ま
た
、当
日
16
時
か
ら
は
、味
自
慢
の
店
が
ず
ら
り
と
並
ぶ「
屋
台
村
」も

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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味自慢の36ブースが並ぶ屋台村
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　10月26日に開催する、第36回流山市民まつりのステージ出演者の映像配信が8月18日
から始まります。
　映像は、YouTubeやデジタルサイネージ（流山おおたかの森駅・南流山駅・運河駅自由
通路）などでご覧になれます。

ユー　チューブ

　お産Ｃａｆｅとは、地域で孤立しがちな妊婦さんが、気軽に集まり仲間づくりをする場所です。
出産や産後の生活に関する不安や悩み、疑問などを妊婦さん同士で語り合いませんか。助
産師さんによるプチアドバイスや相談コーナーも
あります。おいしいカフェインレスのお茶とお菓
子付きです。
日 8月22日、9月26日の金曜いずれも12時30
分～14時30分　所南流山センター　対妊婦
さん※お子さんと一緒の参加も可　定 20人
(先着順)　費 300円　申電話または直接窓口
へ
問南流山センター☎7159－4511

　流山市民まつりキャラクターの名前を8月
31日まで募集しています。ご応募いただい
た中から候補を絞り、今年の市民まつり来
場者の方 の々当日投票で決定します。
　決定した名前は閉会セレモニーで発表
します。親しまれる名前をぜひご応募くだ
さい。
　応募方法など詳細は、お問い合わせい
ただくか市ホームページをご覧ください。

　「暮らしを守る消防隊」は、高齢者世帯な
どの生活のなかの小規模な災害に対応す
ることを目的に活動していますが、その大
半はハチの駆除の対応となっています。
　駆除の要請があったものはできる限り
対応していますが、ススメバチなどの危険
なものは駆除できません。暮らしを守る

　献血していただいた血液は大切に使用
されています。貴い命を救うため、一人で
も多くの皆さんのご協力をお願いします。
日 8月18日㈪
①10時～11時45分②13時～16時　
所市役所第1庁舎1階ロビー

　流山市・柏市・我孫子市在住の方を対
象とした共同発行（住民票・印鑑登録証明
書・戸籍謄本・抄本などの交付）を取り扱う
柏駅前行政サービスセンターは、「ファミ
リかしわ」の法定点検作業のため、臨時休
館となります。

　認知症サポーターとは、認知症を正しく
理解し、認知症の方やその家族を温かく
見守り支援していく応援者のことです。サ
ポーターとしての特別な活動はありませ
ん。一緒に認知症について学んでみませ
んか。
　受講者には、サポーターの証としてオレ

消防隊の目的をご理解いただき、専門業
者へ依頼をお願いします。
　なお、専門業者への連絡先などはお問
い合わせください。
問中央消防署☎7158－0266

▷献血のできる方=16～69歳の健康な方
(ただし65歳以上の方は60～64歳までに
献血経験のある方)※献血カードをお持ち
の方はご持参ください。
問保健センター☎7154－0331

▷休館日＝8月20日㈬
▷場所＝柏駅前行政サービスセンター

（柏市）
問市民課☎7150－6075

ンジリングを差し上げます。
日 9月13日㈯14時～15時30分
所生活クラブ風の村サポートハウス流山

（東深井）　定 30人(先着順）　費無料　
申北部地域包括支援センターへ電話　
問同センター☎7155－5366

　平成24年の第34
回市民まつりで、37
候補の中から皆さん
の投票で選ばれた
キャラクターです。
若返った近年の街の
状況を象徴するよう
な子どもの女の子。
「つぼみ」をイメージ
していて、これから花
開きぐんぐん成長し
ていくという願いが込められています。

お詫びと訂正 本紙8月1日号5面に掲載した「健康保健あんない」の記事中、カムカムキッズの対象者が「平成25年7〜8月生まれの乳幼児」と
なっていますが、正しくは「平成25年8〜9月生まれの乳幼児」です。お詫びして訂正します。 問保健センター☎7154－0331

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
効
果

の
あ
る
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備（
別
表
参
照
）を
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
で
き
る
方
は
、
平
成
26
年

４
月
１
日
以
降
に
工
事
を
開
始
し
、

設
置
を
完
了
し
た
方
で
す
。
予
算

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
補
助
金
は「
千
葉
県

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

促
進
事
業
補
助
金
」制
度
を
活
用

し
、
県
補
助
に
よ
る
全
額
負
担
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
、

　

国
の
手
当
の「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害

児
福
祉
手
当
」「
経
過
措
置
福
祉
手

当
」を
受
給
し
て
い
る
方
の
、所
得

状
況
届（
現
況
届
）の
提
出
を
8
月

11
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
関
係
書
類
を

郵
送
し
ま
す
。
未
提
出
の
場
合
、

今
年
8
月
分
か
ら
来
年
7
月
分
ま

で
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
＝
9
月
10
日
㈬
ま
で

※
土
・
日
曜
を
除
く

▽
提
出
方
法
＝
①
所
得
状
況
届

（
現
況
届
）②
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書（
受
給
者
の
み
）③
別
居
監
護

申
立（
該
当
者
の
み
）④
年
金
支
払

市
内
事
業
者
か
ら
未
使
用
の
補
助

対
象
設
備
を
購
入
し
、
設
置
し
た

方
②
申
請
日
に
流
山
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
③
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
に
工
事
を
開
始
し
、
年
度
内
に

完
了
し
た
方

▽
申
請
受
付
期
間
＝
平
成
27
年
３

月
10
日
ま
で
※
先
着
順

申
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、市
役
所
環
境
政
策
・
放
射
能

対
策
課
へ
提
出
※
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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課
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平

成
26
年
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平
成
25
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の
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得
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の
所
得
証
明
書（
平
成
26
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
の
み
）

を
、
市
役
所
障
害
者
支
援
課
へ
持

参
※
出
張
所
へ
の
提
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

国
手
当
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
障
害
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
や

対
象
の
場
合
で
も
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
：
20
歳
以
上
で

最
重
度
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る

在
宅
の
方

障
害
児
福
祉
手
当
：
20
歳
未
満
で

最
重
度
の
障
害
を
お
も
ち
の
方

特
別
児
童
扶
養
手
当
：
20
歳
未
満

の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

お
よ
び
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳 

Ⓐ
～
Ａ
の
２
お
よ
び
Ｂ
の
１
の
一

部
、ま
た
は
精
神
障
害
、内
部
疾
患

な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者

問
障
害
者
支
援
課
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2
7
2
7 ※設備は国が実施している補助事業の対象となっているもの。

※設備はすべて未使用品（中古品は対象外）のものが対象です。補助金は、補助対
象設備ごとに1住宅につき1回に限り交付します。

問コミュニティ課☎7150－6076



① 大人のための水彩画教室（連続講座、全6回）

③ 子どものための絵画教室作品展

② 絵手紙講座（連続講座）

　デッサンの基礎から彩色の手法までを楽しく分かりやすく学びます。
日9月3日・17日、10月1日・15日、11月5日・19日の水曜いずれも13時30
分〜16時　講プロダクトデザイナー・和泉満さん　定20人（先着順）　
費テキスト代・教材費など1,000円、各回1,500円（お茶とお菓子付き）
持透明水彩、筆、筆洗いパレット、下書き用鉛筆など※詳細は申し込み
時にご案内します。

　7月23日〜25日に開催した恒例の「子ども
のための絵画教室」に参加した約20人の子ど
もたちが描いた作品を展示します。のびや
かな力作をご覧ください。
日8月19日㈫〜24日㈰9時〜17時　費無料

　日本絵手紙協会公認講師の青木喜久子さんの指導で、自由でのびのび
した表現を楽しく学びましょう。途中からの参加もできます。
日9月13日、10月11日、11月8日、12月13日の土曜いずれも10時〜12時　
定20人（先着順）　費テキスト代・教材費など1,000円、各回1,500円（お茶
とお菓子付き）　持線引筆、顔彩、色付け筆など※詳細は申し込み時にご
案内します。

所杜のアトリエ黎明　申電話、ファクスまたはメー
ル※③は不要

問一茶双樹記念館☎・ FAX 7150－5750（月曜休館）　 info@issasoju-
leimei.com

【共通事項】

杜のアトリエ黎明のイベント

3 第1362号　平成26年8月11日㈪

 講座

★リサイクル講座
楽しくリサイクルしよう！

①打ち直し綿で小座蒲団づくり　　
日 9月17日㈬12時30分〜15時30
分　定 15人（多数抽選）　費 500円

（材料代）　持糸切りはさみ、指ぬき　

②不用バスタオルで防災頭巾づくり
日 9月25日㈭12時30分〜15時30
分　定 10人（多数抽選）　費無料　
持不用バスタオル、使わなくなった下着
や靴下など（ずきんに詰めるためのも
の）
【共通事項】
所クリーンセンター　申電子申請また
は往復ハガキ（1枚につき1講座）に開催
日、講座名、住所、氏名、電話番号、返信用
に宛名を明記の上、8月25日（必着）ま
で に 〠270－0174流 山 市 下 花 輪
191クリーンセンターへ
問クリーンセンター☎7157－7411
8506ID

 会議 どなたでもお聴きになれます

★行財政改革審議会

日 8月19日㈫15時から　所市役所　
内行政経営について
問行政改革推進課☎7150－6078

★国保運営協議会

日 8月21日㈭14時から　所市役所　
内平成26年度流山市国民健康保険特
別会計決算など
問国保年金課☎7150－6077

 その他

★シニア対象　ふれあいサロン

　軽体操で体をほぐし、お茶とお菓子と
一緒におしゃべりを楽しみませんか。
日 8月22日、9月12日・26日の金曜
15時〜16時30分※毎月第2・4金曜
の定期開催　所南流山センター　
定 50人（先着順）　費 100円（1回）　
申不要　
問南流山センター☎7159－4511

★おもちゃ病院　  

　おもちゃドクターが壊れたおもちゃ
を修理します。親子で修理体験もでき

ますので、ぜひ体験してみてください。
　また、他会場での開催については、お
も ち ゃ 病 院 ホ ー ム ペ ー ジ（http://
nagareyamatoy.web.fc2.com/）
をご覧になるか、クリーンセンターにお
問い合わせください。
日 8月23日㈯9時〜12時　所クリー
ンセンター　費無料（材料代かかる場合
あり）　申不要
[おもちゃのリサイクル]
　壊れたり使わなくなったりして不用
になったおもちゃがありましたら、おも
ちゃ病院にお持ちください。ご提供い
ただいたおもちゃは修理し、またはほか
のおもちゃの部品として再生し、必要と
している子どもたちの手に届けます。
問クリーンセンター☎7157－7411
12867ID

★千寿の会　午後のお茶の集い　

　軽い体操や歌を交えながらゆったり
とした時間を過ごしませんか。今回は
フラダンスの音楽を聴きます。
日 9月1日㈪13時30分〜15時　
所東深井福祉会館
対市内在住・在勤・在学の方　
定 20人(先着順)　
費 100円(お茶代)　
申 8月12日から電話、ファクスまたは

直接窓口へ
問東深井福祉会館
☎7155－3638FAX7153－3437
21609ID

第38回千葉県移動美術館　

　洋画、日本画、版画、書、彫刻、工芸など
代表的な作品を20点展示します。
日 8月23日㈯〜9月7日㈰9時〜16
時30分※月曜休館　　費無料　

【移動展関連事業】
①ギャラリートーク
　展示作品などについて学芸員が分か
りやすく解説します。
日 8月30日㈯11時から　申不要※県
民ギャラリーに直接集合
②ワークショップ「カンバッジを作ろう!」
　自由に絵を描き、カンバッジを作りま
す。
日 8月30日㈯13時〜15時　対小学
生以上※未就学児は保護者同伴　
定 50人（先着順）　費 100円　申不
要、当日受け付け
【共通事項】
所さわやかちば県民プラザ（柏市）
問 千葉県立美術館☎043－242－
8311

★は市または指定管理者などの主催のもの

臨時職員の登録を随時受け付けています。登録を希望する方は、履歴書（写真付き）を人材育成課へ持参または郵送してください。
詳細は、市ホームページをご覧になるかお問い合わせください。 問人材育成課☎7150－6068　 22406ID

市臨時職員を募集

イベント
●新川自然教室～野草の観察・遊び・試
食、おにやんまの写生、トンボの歌など
合唱～（新川まちづくり協議会主催）=8
月19日㈫10時〜13時、新川耕地ホタ
ル野田んぼ。無料※要申し込み問狼☎
090－8740－5675
●福祉施設作品販売会（東葛北部地区知
的障害施設連絡協議会主催）=8月22日

㈮10時〜15時、ららぽーと柏の葉。無
料問松岡☎7124－9291
●こども・平和・夏まつり（東葛健康友の会
主催、市教委後援）=8月30日㈯10時
30分〜15時、東葛看護専門学校（下花
輪）。無料問村上☎7159－1075
●五

ご

木
き

田
た

綾ピアノリサイタル～早崎真由
美を迎えて～（同実行委員会主催、市教
委後援）=8月30日㈯13時30分〜16
時、アミュゼ柏（柏市）。前売2,500円（高
校生以下1,500円）問早崎☎080－
3452－4407
●育休後カフェ（ヒカルエ（働きたい女性
のミカタ）主催）=9月6日㈯10時〜12

しみんの伝言板
時、p

ポ
oc

コ
op

ペ ン
en（東初石6）。1,500円問

近藤☎090－5312－0907
●混声合唱団フォンテ第39回定期演奏
会（市教委後援）=9月23日㈷14時〜
16時30分、文化会館。800円問石林
☎7154－7511

●流山カヌークラブ（カヌー（カヤック）川
下り）=主に土・日曜、祝日※日時などはお
問い合わせを。流山北高校近くの江戸川
問青木☎090－9954－4071
●ノルディックウォーククラブなごやか（2

本のポールを使ったウォーキング）=隔週
日曜10時〜12時、主に柏の葉公園、市
総合運動公園問吉田☎7158－1682
●女声合唱団 朋（コーラス）=毎週土曜
9時30分〜12時、主に小山小学校、東
深井福祉会館ほか問滝野☎7155－
0857
●やまぶき卓球クラブ=毎週金曜10時〜
13時、主に市民総合体育館問小山田☎
7154－9850
●安来節保存会大利根支部流山部会（ど
じょうすくい踊り、銭太鼓）=第2･4火曜
18時〜20時、主に南流山福祉会館問山
澤☎7158－1537

　綾戸智恵さんのパワフルな歌声とピアノ、そし
てトークで、笑いと感動の涙を届けます。
　なお、収益金の一部は、義援金として東日本大
震災の被災地でもある姉妹都市・福島県相馬市
へ寄附します。
日9月7日㈰17時から　所文化会館　▷チケット
販売場所＝文化会館、紀伊國屋書店おおたかの
森店、e+（イープラス）　▷チケット代＝5,000円

（全席指定）※未就学児は入場不可
問生涯学習課☎7150－6106　 1054ID

　9月から11月までの期間、平成26年度全国消費実態調査が実施されます。
　この調査は、家計の構造を「所得」、「消費」、「資産」の3つの側面から総合的に把握
することを目的として実施されるもので、5年ごとに調査が行われています。
　調査地域は市内の一部で、7月に調査員がリーフレットの配布に伺った世帯の中から
2人以上世帯を無作為に110世帯抽出し、対象となった世帯には8月中旬に調査の依頼
状を送付します。8月下旬ころ調査員がお伺いしますので、調査へのご協力とご理解
をお願いします。
　また、単身世帯（10世帯）には、9月下旬ころに、調査の依頼状を送付します。
　なお、調査員は調査員証を身に付けていますのでご確認ください。
問企画政策課☎7150－6064

綾戸智恵コンサート 2014
東日本大震災被災地復興支援

チャリティーコンサート

第70回 
流山市民
芸術劇場

チケット好評販売中

サークル 会費など詳細は
問い合わせを

全国消費実態調査にご協力を
対象の世帯に依頼状を送付します
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　「お客さんに楽しんでいただくために、全員が納得した舞台づくりが大切」と語
る石山清貴さん。流山高校、流山南高校、流山おおたかの森高校の演劇部が
加盟する千葉県高校演劇連盟の事務局次長を務める。県立高校の教諭となって
32年目。現在、野田中央高校演劇部の顧問であるが、流山市内の高校に在職
中は、公民館との協働により「高校演劇20分シアター」や「舞台ワークショップ」を
企画・運営するなど、流山で高校演劇を盛り上げた第一人者。
　平成2年、柏高校で演劇部の副顧問になるが、演劇経験などまったくなかった
石山さんは「顧問の先生や意欲的な生徒に引っ張られながら、10年間で演劇の
楽しさ、難しさを学びました」と語る。
　平成12年、流山東高校へ異動。今井真樹教諭と共に顧問を務めた演劇部は、
年6回の公演を行う県内でも活発な部に。平成18年には「県高校演劇研究中央
発表会」で3位に、翌年8月に都内で開催された「高校演劇サマーフェスティバル」
でも上演したが、平成20年、流山中央高校（現・流山おおたかの森高校）との統
合により、同年2月、生涯学習センターでの同校演劇部「さよなら公演」が最後の
舞台となった。同公演では、石山さんが構成・脚色した「語り継ぐべき詩Ⅲ」（暮
らしの手帖社“戦争中の暮らしの記録”）を1年生が熱演。東高校演劇部8人に加え、
中央高校から2人の女子生徒が特別出演。一足早い統合で、平和の尊さと戦争
の愚かさを訴えた。
　流山おおたかの森高校に異動し、演劇部の顧問をしていた石山さんに、同年
8月、公民館から「語り継ぐべき詩」の上演要請があった。大きな舞台（文化会館
ホール）用に脚本を書きなおした石山さんは「毎日書き換えられるシナリオに、前
夜に暗記したセリフをすべて覚え直して、生徒たちが暑い中でよくついてきてく
れた」と振り返る。高校生が戦時中の暮らしを再現し、平和を訴える演劇は新聞
各紙にも大きく取り上げられ、当日は約500人が詰め掛けた。
　演劇指導について話を伺うと、「演劇部は大人しい生徒が多いが、舞台づくり
をめぐり意見がぶつかり合うこともしばしば。私にも容赦なく考えをぶつけてき
ますが、若いパワーを体感できるので自分も20代の気分になれます」と笑う。「演
劇は一人ではできません。観てくださるお客さんを第一に考え、互いの意見を
受け入れながら、全員が納得した舞台づくりをすることが大切です。演劇を通じ
て、生徒には相手を思いやる心を養ってほしい」と語る。

　 今 月30日・31日 に 流 山 市、
野田市で2会場公演する「白みり
ん200周年記念演劇公演」の総
合演出でもある石山さん。「地
元の歴史である流山の白みりん
と野田の醤油の魅力、 高校演
劇の面白さを伝えられる舞台に
したい」と夏休みを返上した高
校生たちと稽古にも熱が入る。
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高校演劇部の顧問
演劇を通じて、生徒に
   思いやりの心を養ってほしい
石
いし

山
やま

清
きよ

貴
たか

さん（江戸川台東4丁目在住、53歳）

山
本 

文
男

　
　
京
染
う
さ
み

17
引染をする宇佐見安弘さん

（60才のころ）

京染うさみ（市野谷）

流山市と野田市で2会場公演

●流山市のホームページアドレス　http://www.city.nagareyama.chiba.jp/
●〒270－0192　千葉県流山市平和台1－1－1　☎04-7158－1111（代表） ●発行／流　山　市 

●編集／秘書広報課 

市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
389億3,562万6千円
352億5,136万8千円

（＋
（＋
（＋
（＋

／＋
／＋
／＋
／＋

158,329
78,672
79,657
62,081

人
人
人
世帯

113
66
47
89

2,619
1,311
1,308
1,881

）
）
）
）

〈8月1日現在〉

平成26年
No.1362
毎月1日・11日・21日発行

「白みりん200周年記念演劇公演」に出演する高校生たち

【流山公演】
日8月30日㈯14時開演（13時30分開場）
所流山市文化会館
定  800人（全席自由）
【野田公演】
日8月31日㈰16時開演（15時30分開場）
所野田市欅

けやき

のホール
定330人（全席自由）
【共通事項】
費無料　 申不要
問生涯学習センター☎7150－7474

　白みりん誕生200年を記念して、市内在住の人気脚本家・青木健
たけ

生
お

さん書
き下ろしの脚本により、流山おおたかの森高校・野田中央高校の演劇部が、
地元の味「白みりん」「醤

しょう

油
ゆ

」を題材にした演劇を、流山市と野田市の2会場公
演で行います。
　歴史を再現する固い舞台ではなく、
等身大の高校生の青春を舞台化した演
劇「白き魔術の継承者」（流山おおた
かの森高校）、「S

シ ョ ー

HOU-T
タ イ ム

IME」（野田中
央高校）を2部構成でお届けします。

地元の味を、地元の高校生が舞台化

生涯学習センターの展示
「あっちがわとこっちがわ」をつくる
　「あっち」と「こっち」に
分かれ、そこの人間とし
て、どんなものがあれば
あっちへ行きたいか、あっ
ちへの要望などを考えま
す。「あっち」が「こっち」
の世界をつくり、「こっち」
が「あっち」の世界をつく
ります。ワークショップで
作成する「壁」を展示しま
す。体験もできる空間で
すので、ぜひご覧ください。
日8月19日㈫〜26日㈫10時〜19時　所生涯学習センター　費無料

問生涯学習センター☎7150－7474

　8月19日から展示する「壁」を制作します。
日8月18日㈪13時〜16時30分　所生涯学習センター　講現代美術家・中島
佑太さん　対小学生以上　定40人（先着順）　費200円　持飲み物※汚れて
もいい服装で参加を　申電話または直接窓口へ

ワークショップの参加者を募集


